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２０１２年２月４日　第４４号　作成責任及び文責　古畑　等


　　　　　　　　　　　　　





「ルパン三世のテーマ」リズム練習、スキャット変換（あくまで練習用ですから、早めに戻しましょう）


ページ１４、　第2小節　「トゥルトゥルトゥルトゥル　トゥ　トゥ」　⇒　「つるっつるっつるっつるっ、打った！」


ページ１６、　第20小節 「パララパ　パッパパ」　　　⇒　　　　　「ばらばら　だってさ」


ページ１９、  2段目第58小節～59小節 「パラッパ　パラッパ　パラッパ、パラッパ　パパ　パ　パ」　


⇒「わかった　わかった　わかった」





わかった　って　言った　わあ」





団ＨＰから：「たくさんのご支援ご声援ありがとうございました」　2012年 01月 18日 20時 19分 22秒


富田林市少年少女合唱団　第４０回定期演奏会を盛会に終えることができました。これもひとえに混声合唱団様のご支援ご声援のおかげと団員一同心より御礼申上げます。お忙しい中、お寒い中混声合唱団様からは、多数ご来場頂きましてありがとうございました。また混声合唱団様から結構な贈物を頂きまして重ねて御礼申上げます。少年少女合唱団はこれからも「心のハーモニー」をモットーに活動を続けていきます。よりいっそうのご支援ご声援をお願い申上げます。


富田林市少年少女合唱団　山崎　康二








ありがとう元気と希望を。少年少女合唱団の皆さん。極寒の被災地に温かなメッセージと声が届いたことでしょう








シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。Ｅメール：１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐです。








１月１５日（日）


富田林市少年少女合唱団第４０回演奏会を聞きました。


　昨年は「ああこの子たちと７月に歌えるんだ」とわくわくしながら聞いていましたが、今年は「７月はいっしょに《葉っぱのフレディ等》を歌ってくれましたね。ありがとう。」という気持ちでいっぱいでした。冨混の皆さんも貞松先生と指導者の先生がた、岡団長始め団員多数お見えで嬉しくなりました。


　演奏曲は震災復興の祈りを込めたレパートリーで、シニアの皆さんの「前へ」は心にしみる感動を覚えました。


　８月以降という厳しい練習日程なのに、子ども達はみな生き生きと元気いっぱいで、聴いている者に元気と希望を届けてくださったと思います。ありがとうございました。来年も聞きますよ。シャンテ子





（尚、Ｂ山崎さんからこの件でご挨拶がありました。団ＨＰの記事を裏面に転載しています。）














山田和樹さん２０１２年関西公演ニュース


3月20日 15:00 開演　大阪フィルハーモニー交響楽団　ザ・シンフォニーホール


グリンカ／歌劇「ルスランとリュドミラ」序曲、ラフマニノフ／ピアノ協奏曲第3番（山本貴志）、ベートーヴェン／交響曲第7番


9月13日 ・ 14日 19:00 開演　大阪フィルハーモニー交響楽団 第461回定期演奏会　ザ・シンフォニーホール


藤倉 大／オーケストラのための“ tocar y luchar ”、グリエール／ホルン協奏曲 （シュテファンドール）、ベルリオーズ／幻想交響曲11月3日 13:30／17:00開演　大阪交響楽団 第74回名曲コンサート　ザ・シンフォニーホール


ドビュッシー／小組曲、サン＝サーンス／チェロ協奏曲第1番（山崎伸子）、ベートーヴェン／交響曲第5番 「運命」








　ハッピーバースディ！２月で当団結成１７年目です。演奏会は１回ぬけてこの７月が第１６回演奏会です。１回ぬけたのは2009年東京混声合唱団共演によります。さらに2010年秋の２回目東混共演に引き続き昨年12月、SAYAKAホールでの共演。これらをやり遂げることで団の実力が大きく向上してきました。それというのも貞松先生はじめ先生方、岡団長ならびに役員さん達、団全員の皆さんの熱意の賜物と感謝しています。２月現在、女声５４名・男声３０名、全８４名（休団者込）。今後もよろしくお願いします。








団員投稿：東京藝術大学　訪問記（Ｂ坂東良平さん）


　1月10日東京藝術大学にいってまいりました。23年度の卒業試験公開演奏会で、実質の卒業試験になります。（坂東さんのご令息がご卒業です。おめでとうございます。指揮者山田和樹さんの後輩ですね。）ピアノ、打楽器等は昨年12月に5日間掛けて行われ終了しています。今回は1月10日から19日に掛け声楽・指揮・邦楽（筝曲・尺八）・オルガン・古楽・邦楽（三味線・舞踊・雅楽・能楽）が行われました。全て見て聴ければ最高なのですが、そうもいかず、今回は10・11日の声楽で、10日午後の部から拝聴いたしました。演奏会の性質上観客は数えるほどでしたが。


　会場は、正門を入りキャンパスを程なく進みますと、正面に奏楽堂があります。1998年3月に竣工され、客席数1102席、オーケストラピット使用時は978席。残響音1.7～2.4、天井可変により変更可能。パイプオルガンも備え、多ジャンルに対応できるコンサートホールに成っています。度々色々な演奏会が開かれ一般にも公開されています。


　演奏会は午前10時から始まっており、この日は声楽卒業予定者55名が2日間に別れて試験に臨みました。大阪から早朝の新幹線で向かいましたので到着がお昼前になり、午後から拝聴しました。生徒はピアニストを従えそれぞれ2曲、演奏時間10分弱程度の演奏を行い、審査の先生方の前で演奏が始まっていました。愚息はこの日の19番目で、曲は「Ｐ.Ｔｏｓｔｉ　バラ」「Ｇ．Ｖｅｒｄｉ　燃える心を（椿姫より）」の2曲で10分弱の演奏。


　なんとか、無事歌い終えることが出来ました。その他の方々の素晴らしい演奏を聞き耳の保養になりました。声楽初日の28名の演奏は無事終了後、担任教授の部屋に参りまして挨拶をし、東京藝術大学をあとに、スカイツリー経由で宿泊先の錦糸町へ向かいました。そして、ホテル到着後、家族とわかれ、昔1975年から79年までにお世話になった合唱団の練習会場へ向かいました。あたたかく迎えていただき、素晴らしい、懐かしくそして楽しい一日をすごしました。この合唱団訪問の記事は次号で書かせていただきます！（坂東さん、わくわくして楽しかった一日の記録、ありがとうございました。次号期待です）





連絡事項


源田先生からの書簡：貞松先生が団内配布をしてくださいました。源田先生のこの文は「海よ」を歌う我らに、被災者や日本にむけた先生の熱い励ましの心情が伝わることと思います。


団員異動：Ｓ辻淑子さんがこの度復帰されました。おかえりなさい。Ａ横山博美さん新規入団です。ようこそ。


合宿：４月２１~２２日、紀伊見荘が復活する見通しのようです。またあそこで合宿できたら夢のようですね。





練習状況　１月７日（土）


　さあ年明け最初の練習です。和田先生は「しばらくぶりなので声帯をびっくりさせないで、ブレスコントロールで初声出しをしましょう。」と、Ｓ――で呼気をゆっくり出し、ＢＲＲＲ――やＺＺＺ――で息の柱をしっかり立てる練習に重点を置かれました。またＳＡＴＢそれぞれの音色が豊かに響くようにパート別発声をしてくださいました。


　練習曲は、ついに「ルパン」です！やるのかな、見送りかななんて思っていたが、貞松先生は「やれますよ。」と明言。よっしゃやったろうやないか。先生はまず、ややこしいトゥルトゥルトゥルトゥル、パラパラパラッなどのスキャットを下記のように変換？してリズム唱を指導されました。なるほどこれが貞松マジックですね。


　とにかくパート練習で口慣らし。パートだけではさっぱり雰囲気がわからないですが、アンサンブルをしてみると「ああ、なるほど」なんて、軽快感やおしゃれなハーモニーが少しわかりました。


　後半は「海よ」の音合わせを久しぶりにやりました。この練習にあたって岡団長は「林光先生がご逝去され、次回演奏会では先生の追悼の意を込めて抒情曲集を歌い、合わせてこの《海よ》で震災被害者を想ってうたいましょう」とコメントされた。この曲は心をこめて美しく仕上げ、源田先生と震災被害者の皆様のお耳に届けたいですね。


１月２１日（土）


　和田先生のＶＴ。事前に６人ほどＳさん達が交代で個人レッスンをうけましたが、聞いていてびっくりしました。一人十分ほどですが、和田先生は一人ひとりに合わせて教え方を変え、習った人は僅かな時間なのにすごく響くように声が変わったのです。（運よくテノーリも）さすが和田先生、すごいなと感心しました。（和田マジック）和田先生の根気よいご熱心なご指導が、当団の合唱力向上に欠かせないことを実感しました。ＳとＴは鼻腔からトサカに響く声、Ａは豊かな声、Ｂは早い動き、と注意されます。


　練習曲は「海よ」「ルパン」のパート別音取り、その後アンサンブルしました。貞松先生は「海よ」では速度の緩急、音量の大小に重点を置いて指導されました。「ルパン」はやはりスキャット。なかなかうまくそろわないので、各自で音取りＣＤ等で個人練習をしておかねばなりません。


１月２８日（土）かがりホール


昨年６月４日以来、半年余り、久しぶりの練習場です。１２時からアルトの皆さん、ソプラノ２の皆さんが特練。お疲れ様です。和田先生のＶＴの後、第一部は「日本昔話・ゆけゆけ飛雄馬・鉄腕アトム・からたちの花・城ヶ島の雨」五曲パート練習後全体音合わせ。休憩後「荒城の月・箱根八里・ルパン３世・待ちぼうけ」五曲パート練習後全体音合わせ。１２時３０分から６時まで先生方、皆さんお疲れ様でした。とりわけ各パートリーダーさん、ありがとうございました。














団ＨＰから：「合唱曲CD新譜」 2012年 01月 23日 20時 48分 47秒 


アニメや日本抒情歌曲集に練習が集中しつつあるときではありますが・・・合唱曲CDの新譜紹介です。


★東京混声合唱団『水のいのち』（EFCD-4178）


タイトルは「水のいのち」となっていますが、他に、女声合唱のための「三つの抒情」（三善晃）や混声合唱のための組曲「蔵王」（佐藤眞）が入っています。中でも、「蔵王」がとても聞きごたえのある演奏と感じました。「蔵王」といえば、昨年SAYAKAホ－ルで共演させていただいた演奏会が思い出されます。指揮者・高谷先生が、最終ステ－ジでの演奏直前に、被災地福島県陸前高田市へ演奏旅行に行った東京混声のメンバ－を紹介されながら、こうおっしゃっておられました。


「この曲は、今歌うべき作品ではないかと思います。今までとは違った情景が見えてくるのではないでしょうか。この地にいつ春が訪れるのか。未来を信じ希望を持ち続けることを願いつつ演奏させていただきます。」


CD収録の演奏は、指揮者は違いますが、ピアノは、あの「鯨と蜜蜂」を共演した時の前田勝利先生です。「蔵王讃歌」に始まり、・・・そして「樹氷林」のピアニッシモから終曲「早春」への展開は感動ものです。聞き終わった後、眼前に早春を迎えた蔵王が浮かんでくるようです。また「水のいのち」は、再来年2014年に楽曲誕生から50年目を迎えます。いかなる状況の者の上にも慈愛の雨が降り注ぐ様が表現される第一曲「雨」。いつしか再び歌える機会があればと思います。（Ｔ：おかだ）








